
 

1 
 

 
 

機能性表示食品の届出に係る改善策について 
第６回 医療・介護・保育ワーキング・グループ（平成 28年 12月 14日）における議論 

  

 

１．本制度にかかる問題点  （要望者※からの指摘） 

                       ※日本通信販売協会、日本健康・栄養食品協会 

➀届出資料の提出から公表まで時間が非常にかかる（最長１年程度） 

②消費者庁から届出者に対して最初に連絡が来るまでの日数が長期化する傾向にある 

③上記➀②の理由により、商品の公表時期が予測できない 

④差戻しとなった場合の指摘事項について、不備事項の指摘内容がわかりにくく、再提出 

後にも新たな指摘を受けるため、届出資料修正の完了の目処が立たない 

⑤生鮮食品の届出について、公表件数が５件のみと少ない 

⑥エビデンスについて、健康な人のデータしか使えない 

⑦機能性を表示できる対象成分が限定されている 

 

２．要望者からの改善提案 

・ 本資料 P.２～４御参照 

 

３．消費者庁からの説明 

①もともと届出書類の不備が多いことが、公表までに時間がかかっている大きな理由であり、

届出者側の制度に対する一層の理解も不可欠 

②これまでも以下のような対応を実施、今後は更なる期間短縮を図ることとしたい 

・届出書作成に当たっての留意事項等の文書の発出による届出書類の適切化 

・届出方法の合理化（平成 28年４月以降、届出データベースによる受付開始） 

・届出資料を確認するための人員を増員（平成 28年 11月より） 

 

４．委員からの意見 

・本来の届出制の運用から外れているのではないか 

（実態として、審査が行われているのではないか） 

・行政手続の簡素化という趣旨に反しているのではないか 

・事後的な措置を強化すれば、事前の作業を簡素化できるのではないか 

・生鮮食品がもっと活用できるような仕組みが必要なのではないか 

・ガイドラインや届出データベースの中身をもっと分かりやすく透明化すべきではないか 

・届出資料の差戻しが複数回というのは運用に問題があるのではないか 

差戻し理由が明示されれば、一回で済むのではないか 

 

 

 

資料１－１ 
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【日本通信販売協会からの改善提案 ➀】 

 

 

 

【日本通信販売協会からの改善提案 ②】 
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【日本通信販売協会からの改善提案 ③】 

 

 

 

【日本通信販売協会からの改善提案 ④】 
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【日本健康・栄養食品協会からの改善提案 ➀】 

 

 

 

【日本健康・栄養食品協会からの改善提案 ②】 

 

以上 


